
①
２
月
か
ら
ロ
ー
ズ
バ
ス
の
運

行
が
改
変
さ
れ
て
乗
客
数
が
半

減
し
た
。
交
通
弱
者
を
無
視
し

た
交
通
政
策
の
失
敗
で
あ
り
、

私
の
調
査
で
は
、
元
の
運
行
へ

戻
す
要
望
が
95
％
と
圧
倒
的
に

多
い
。
市
は
元
に
戻
す
勇
気
を
。

②
学
校
の
音
楽
室
な
ど
の
特
別

教
室
に
も
、
エ
ア
コ
ン

の
完
備
を
。

③
北
部
の
空
気
汚
染
は

健
康
被
害
が
怖
い
。
市

長
の
行
動
に
期
待
す
る
。
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①
ロ
ー
ズ
バ
ス
改
正
後
、
利
用
者
が
前
年
比
５
割
も
減
少
し

た
。
利
便
性
向
上
の
た
め
、
次
の
と
お
り
要
望
す
る
。

・
市
役
所
か
ら
岸
和
田
駅
や
路
線
バ
ス
、
北
ル
ー
プ
始
発
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
た
め
、
北
ル
ー
プ
を
岸
和

田
駅
終
着
前
に
市
役
所
経
由
と
す
る
。

・
北
ル
ー
プ
か
ら
下
松
駅
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
南
ル
ー
プ
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
や
岸
和
田
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
市
民
病
院
で
も
両
ル
ー
プ
間
の
乗
り
継
ぎ
を
実
施
。

②
磯
上
町
５
・
６
丁
目
付
近
か
ら
松
風
町
付
近
を
経

由
し
て
春
木
駅
へ
、
ま
た
松
風
町
付
近
か
ら
磯
上
町

６
・
５
丁
目
付
近
を
経
由
し
て
ロ
ー
ズ
バ
ス
府
営
吉

井
住
宅
前
停
留
所
へ
、
１
７
０
円
で
利
用
で
き
る
新

し
い
公
共
交
通
の
整
備
を
、
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
。

ロ
ー
ズ
バ
ス
の
早
期
改
善
と
新
公
共
交
通
の
早
期
整
備

( 公明党）
桑原　佳一

【
問
】
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
が
始
ま
る
こ

と
に
伴
い
、
幼
稚
園
や
保
育
所
な
ど
の
３
歳
児
か
ら
の
利
用

希
望
者
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
増
加
予
測
と
そ
の
受

け
皿
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

【
答
】
３
歳
児
に
お
い
て
は
、
保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど
の
施

設
へ
の
所
属
率
が
低
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
利
用
希
望
者
が
増

加
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
今
後
も
定
員

拡
大
策
を
講
じ
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
努
め
る
。
ま
た
、
０
歳

か
ら
５
歳
ま
で
の
就
学
前
の
幼
児

教
育
・
保
育
を
一
体
的
に
行
う
、

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
も
十
分

検
討
し
て
い
き
た
い
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

( きしわだ未来）
烏野　隆生

　

久
米
田
駅
西
側
ア
ク
セ
ス
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
北
一
番

踏
切
の
安
全
性
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴

う
府
道
春
木
大
町
線
の
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
西
側

改
札
を
早
期
に
開
設
し
、
新
た
な
久
米
田
駅
西
停
車
場
線
及

び
西
側
駅
前
広
場
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
踏
切
の

幅
の
狭
い
歩
道
も
府
と
協
議
し
て
改
善
し
、
併
せ
て
東
側
駅

前
広
場
の
整
備
範
囲
を
、
も
う
少
し
拡
大
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

岸
和
田
の
教
育
に
つ
い
て
、
来
年
度
か
ら
小
学
校
の
英
語

教
育
が
教
科
化
さ
れ
る
が
、
英
語
専
科
の
教
員
の
加

配
や
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）
の
増
員
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

人
権
教
育
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
特
別
支
援
教

育
支
援
員
の
増
員
を
要
望
す
る
。

久
米
田
駅
整
備
と
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

( 公明党）
松本　妙子

【
問
】
昨
年
の
台
風
21
号
で
は
、
多
数
の
建
物
被
害
や
市
内

全
域
で
の
大
規
模
停
電
が
発
生
し
、
市
民
生
活
に
多
大
な
影

響
が
あ
っ
た
。
施
政
方
針
で
は
、
強
い
地
域
の
防
災
力
と
高

度
な
災
害
対
応
体
制
で
、
日
本
一
災
害
に
強
い
ま
ち
岸
和
田

を
目
指
す
、
と
あ
る
。
停
電
対
策
、
災
害
ご
み
対
策
、
指
定

避
難
所
の
情
報
の
周
知
な
ど
、
具
体
的
な
対
策
を
聞
き
た
い
。

【
答
】
停
電
対
策
は
、
発
電
機
と
ラ
イ
ト
の

整
備
を
順
次
行
う
。
災
害
ご
み
は
、
大
手
及

び
市
内
廃
棄
物
処
理
事
業
者
と
災
害

廃
棄
物
処
分
・
運
搬
に
か
か
る
協
定

を
締
結
し
た
。
指
定
避
難
所
の
情
報

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
、
緊
急
時

は
エ
リ
ア
メ
ー
ル
な
ど
で
周
知
す
る
。

日
本
一
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

( 誠和クラブ）
鳥居　宏次

そ
の
他
の
質
問 

○
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　

 

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
問
題
点

　

子
ど
も
の
就
学
に
よ
る
保
護
者
負
担
は
大
き
い
。
学
校
教

育
法
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
児
童
の
保
護
者

に
対
す
る
必
要
な
援
助
を
市
町
村
に
義
務
付
け
て
お
り
、
給

食
費
や
修
学
旅
行
費
、
制
服
代
な
ど
を
援
助
す
る
就
学
奨
励

制
度
は
、
教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
市
の
重
要
な
制
度

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
市
の
教
育
委
員
会
は
「
国
の
生
活

保
護
基
準
引
き
下
げ
」
と
「
市
の
財
政
再
建
」
を
理
由
に
、

就
学
奨
励
の
認
定
基
準
を
引
き
下
げ
、
平
成
30
年
度
の
申
請

者
に
当
て
は
め
る
と
今
年
は
12
人
、
来
年
は
50
人
の

子
ど
も
が
援
助
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
ま
で

の
改
善
策
を
廃
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
低
所
得
世
帯

の
保
護
者
と
子
ど
も
に
負
担
を
強
い
て
、
教
育
の
機

会
均
等
を
損
な
う
こ
と
は
や
め
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

就
学
奨
励
制
度
の
引
き
下
げ
を
や
め
よ

( 日本共産党）
中井　良介

市政に関する 一 般 質 問

ロ
ー
ズ
バ
ス
・
学
校
教
育
・
空
気
汚
染
の
課
題
に
つ
い
て

( 次世代政策会議）
井舎　英生

データ出典：岸和田市市街地整備課（南海ウイングバス）

①
地
域
生
活
支
援
拠
点
な
ど
に
つ
い
て
、
２
０
２
０
年
度
ま

で
に
整
備
す
る
と
し
て
い
る
が
、
地
域
の
実
情
に
配
慮
し
、

障
害
児
・
者
や
家
族
が
安
心
で
き
る
体
制
の
整
備
を
求
め
る
。

②
相
談
支
援
に
つ
い
て
、
行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
に
あ
る
、
障

害
者
相
談
支
援
事
業
の
委
託
料
の
縮
減
や
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
の
民
間
委
託
化
は
、
相
談
支
援
体
制
を
後
退
さ
せ
る
。

本
事
業
は
重
要
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
拡
充
を
要
望
す
る
。

③
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
支
給
量
や
事
業
所
が
不

足
し
、
困
っ
て
い
る
利
用
者
が
多
い
。
個
々
の
実
情

や
必
要
性
な
ど
を
検
討
し
、
柔
軟
な
対
応
を
求
め
る
。

ま
た
、
事
業
所
と
行
政
を
含
め
た
関
係
機
関
が
連
携

す
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
要
望
す
る
。

障
害
児
・
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

( 日本共産党）
田中　市子

　

東
岸
和
田
駅
の
上
下
線
と
も
に
高
架
開
通
し
、
道
路
を
含

め
た
周
辺
整
備
が
最
終
段
階
を
迎
え
て
い
る
。
か
ね
て
か
ら

の
懸
案
事
項
で
あ
る
特
急
「
は
る
か
」
の
停
車
に
つ
い
て
は
、

市
長
を
先
頭
に
、
諦
め
る
こ
と
な
く
粘
り
強
い
交
渉
で
、
実

現
す
る
よ
う
要
望
す
る
。
ま
た
、
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

防
災
・
減
災
に
つ
い
て
、
昨
年
の
台
風
21
号
は
本
市
に
も

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
今
年
度
に
本
市
の
防
災
体
制

の
見
直
し
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
数
十
年
に
一
度

の
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
な
か
、「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」

に
向
け
て
知
恵
を
絞
り
、
命
を
守
る
手
を
打
つ
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
。

東
岸
和
田
駅
と
周
辺
整
備
、
防
災
・
減
災

( 公明党）
岩﨑　雅秋

　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
本
市
山
手
地
域

に
お
い
て
も
高
齢
者
が
増
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て

い
る
。
特
に
移
動
の
際
に
は
、
車
が
な
け
れ
ば
ど
こ
へ
も
行

け
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
最
近
は
高
齢
者
の
運

転
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
く
、
家
族
の
心
配
も
あ
り
、
運
転

免
許
証
を
返
納
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
本
地
域
に

は
、
愛
彩
ラ
ン
ド
や
蜻と

ん

ぼ蛉
池
公
園
が
あ
る
が
、
そ
こ
へ
行
く

に
も
近
く
て
遠
い
場
所
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
阪
方

面
へ
出
掛
け
る
際
は
、
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
や
南
海
本
線
の

駅
よ
り
も
、
和
泉
中
央
駅
へ
向
か
う
方
が
時
間
短
縮

と
な
る
。
そ
こ
で
、
各
所
に
出
掛
け
ら
れ
、
便
利
に

過
ご
せ
る
手
段
と
し
て
、
山
手
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
要
望
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

( 誠和クラブ）
殿本　マリ子

そ
の
他
の
質
問 

○
街
路
灯
の
設
置

そ
の
他
の
質
問 

○
通
学
路
の
安
全

ローズバス乗降数⇒２月～半減・激減

交通弱者の皆さんは、たいへん困っています。
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